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日
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パ
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李
主

第

ぷ

将
来
官
官
震
獲
し
℃
、
乱
制
民
ぢ
の
ま
ち
我
間
関
手
薮
ど
お
ぶ
う
は
し
て
い
〈
か
i
そ
の
纂
本
的
料
相
方
針
縫
絞

め
る
新
し
い
議
官
中
蝉
鴨
緑
ガ
、
刊
日
月
の
市
畿
会
波
踊
間
一
品
棋
で
努
決
ち
れ
皆
し
た
.
こ
の
纂
本
線
殺
は
、
関
極
的
恥

年
般
か
ら
む
こ
う
鈴
樟
仲
間
闘
の
、
ま
ち
づ
く
り
の
鍛
も
滋
繁
怠
よ
り
ど
こ
ろ
と
怠
る
も
の
で
す
。
こ
こ
C
織

が
れ
際
将
来
の
ま
ち
の
獲
を
爽
漉
す
る
絞
め
な
カ
考
会
お
笠
て
い
き
た
い
点
線
い
絞
殺
珍
新
し
い
基
本
欄
間

輔
掃
の
全
文
は
、
広
線
記
間
内
4
m
m
務
総
鍛
綴
で
お
知
ら
せ
写
る
弔
震
で
畔
ve
こ
と
判
、
は
、
察
本
圃
構
想
ガ
策
定

さ
れ
る
ま
で
の
経
過
と
機
緩
め
務
官
邸
ま
か
な
肉
容
巳
つ
い
℃
お
絞
ら
設
い
た
し
ま
す
@

出府稼柿
M
同
開
3
臼
か
ら
山
崎
包
法
制
、
総
出
寵
浴
れ
だ
沼
紛
98年
第

4
窃
一
問
問
融
合
定
例

会
で
、

e
R一か
ら
継
続
鯵
遂
と
な
っ
て
い
怨

J
器
本
構
懇
の
出
制
定
L

徒
数
お
お

駿
寮
4
U
百
決
さ
れ
出
品
レ
段
。
務
総
、
お
鐙
疫
の
一
般
会
断
、
特
紛
会
齢
開
設
び
水

道
事
撃
事
案
練
も
す
べ
議
定
さ
れ
ま
し
苓

愚
終
日
の
銭
円
口
必
は
組
表
、
割
強
留
置
の
選
挙
汐
行
わ
れ
、
験
般
に
巡
回
唱
力
二

機
隅
閥
、
劇
幽
醐
般
に
津
山
山
武
彦
護
員
ガ
滋
山
山
お
れ
欲
し
た
。

議
長
に
玉
留
民
、
総
議
誌
に
津
川
川
誌
を
選
出

。
帝
役
一
昨
支
障
問
般
機
織
倒
絡
め
一
銭
敬
社
町
民
党
化
に
伴
い
後
泌
す
る
も
の

立
つ
く
し
脇
町
地
域
内
総
厳
禁
一
不
実
穂
総
務
滋
路
総
抑
制
酷
議
に
つ
い
て

に
伴
い
、
つ
く
し
畿
支
部
閉
一
‘
穏
戸
小
企
数
務
滋
路
線
的
廃
止
仁
つ
い
て

ど
の
総
隊
、
砕
い
改
め
る
も
内
総
務
滋
路
線
の
変
更
に
つ
い
て

。
市
山
明
串
郷
町
一
蕊
誰
亙
地
方
税
総
省
狩
ポ
サ
和
台
湾
発
行
為
的
総
了
に
持

等
円
一
部
改
正
に
伴
い
後
ぶ
タ
る
ら
的
。
い
、
新
設
滋
融
持
を
澗
臨
海
設
が
前
削
減
路
線

0
・
市
一
般
職
の
戦
線
開
時
特
激
動
務
苧
畿
を
廃
止
、
州
血
液
す
る
も
的

支
給
轟
鋭
的
一
節
蹴
応
措
仕
掛
T
療
法
士
、
。
干
藤
娘
醐
鵬
品
輸
叫
制
脅
岨
隅
約
的
変
更
に
つ

誉
総
治
離
会
多
漁
期
胤
す
る
ほ
か
、
返
縫
い
て
新
た
に
浦
安
滋
、
開
制
街
道
市
を

ゆ

m
k
的
均
衡
を
考
殺
し
、
特
殊
勤
務
手
加
入
話
せ
る
も
の

泌
を
お
与
上
げ
る
も
の
。
。
積
一
日
艦
載
の
職
員
の
給
与
に
燃
す
る

。
市
輝
子
家
庭
援
療
費
轄
の
効
成
拡
間
帯
期
間
的
一
部
敬
一
品
人
ゆ
紛
糾
糊
鈴
並
び

す
る
条
例
的
一
線
敬
蕊
母
子
常
企
庭
医
経
済
嶋
田
婚
を
動
態
し
波
政
ず
る
も
の

療
費
等
の
助
成
制
域
内
光
焚
を
附
出
る
た
@
監
濫
療
機
関
A
W
幾
押
祉
に
つ
い
て
監
査

め
助
成
対
象
脅
拡
大
す
る
も
の
。
勢
崎
刊
に
川
村
総
近
畿
氏
を
選
任
す
る
も
町

議

護

に

関

す

る

条

鎖

的

一

童

話

器

氏

絞
静
化
権
法
的
施
行
に
伴
い
波
紋
大
庇
M
年
5
R
M
g
生

愛
用
遜
滋
主
回
m
軒
条
例
汲
ぴ
市
使
用
料
寿
ー
の
口
町
一
品

車
倒
的
一
銭
滋
一
品
目
白
半
滋
縦
訓
叫
姐
耐
公
品
目
教
育
祭
日
開
審
綴
胤
酬
の
飯
骨
院
つ
い
て

教
育
袋
路
H
A
前
後
m
m
に
政
立
俊
策
氏
を

ぶ
く
ら
し
を
大
朝
じ
す
る
a

4
み
ず
か
ん
り
が
ま
ち
争
奪
、
ぇ
、
判
惜
し

合
い
‘
米
米
ゃ
い
創
り
由
宇
治
カ
の

あ
る
〈
ら
し
を
火
切
に
す
る
む

お
ル
部
議
の
ひ
ろ
が
り
に
応
え
る
機
品
開

の
あ
る
ま
ち
で
の
く
ら
し
令
・
究
明

に
す
る
e

ま
ち
づ
く
リ
は
術
と
務
総
が
共
隠
し

て
進
め
る
も
の
で
あ
り
喰
そ
れ
ぞ
れ
の

役
綴
分
拐
を
明
ら
か
に
し
よ
ミ
と
し
て

我
孫
子
市
内
行
政
絞
め
る
「
災
総
計
画
い
か
ら
議
成
さ
れ

T
棋
泌
を
移
る
も
め
と
定
め
ら
れ
て
い
い
ま
す
@
務
部
内
的
事
加
に
よ
る
ま
ち
づ

を
、
計
扇
的
に
進
め
ま
す
a

ま
す
。
そ
こ
で
、
部
年
6
R
の
甫
織
A

柳
川
く

ηは
‘
荻

t
い
葉
本
構
想
の
ひ
と
つ

る
た
め
の
よ
り
ど
ニ
こ
れ
ま
で
の
我
諒
子
市
行
政
は
喰
燃
に
、
議
接
と
し
て
基
本
縫
畑
思
議
会
終
的
の
一
ア
!
?
に
を
っ
て
い
ま
す
。

一
日
時

d
u
訪
問
ば
誌
は
は
J
日

仏

軒

下

町

内

hupい
jp
新
し
い
計
一
幽
は

は、

2
7
2

状

況

が

ま

し

も

料

相

し

い

行

政

課

題

に

け

ら

れ

-

撃

事

禁

ま

;

ま

促

年

度

ス

タ

i
ト

悶
糠
と
考
え
方
を
一
事
十
分
対
応
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
し
た
。
そ
の
中
で
‘
市
行
政
町
、
主
体
性
今
後
は
、
ま
九
時
妻
、
止
落
殺
を
築

す
「
基
本
構
匁
ヘ
畿
ニ
で
、
間
利
関
年
か
ら
今
開
閉
め
総
合
計
者
明
隊
じ
し
、
文
章
表
現
内
一
部
を
改
殺
す
る
た
め
的
方
法
や
手
殺
を
鳴
ら
か

本
講
師
郁
を
ヲ
け
て
線
機
的
改
認
作
業
が
始
め
ら
れ
ま
し
作
、
的
、
さ
ら
に
呂
標
年
次
に
お
け
る
人
口
に
す
る
た
め
、
基
本
計
泊
、
災
総
体
射
線

策
と
そ
の
織
的
方
を
策
定
作
業
は
、
ま
ず
絞
し
い
付
帯
本
絡
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
な
ど
の
綴
嶋
慨
が
を
一
策
定
し
て
い
き
ま
す
均
そ
し
て
、
限

緩
め
る
吋
総
本
計
開
」
懇
づ
く
り
か
ら
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
@
な
さ
れ
ま
L
た
。
と
的
た
的
、
市
で
は
和
田
年
度
か
ら
絡
し
い
計
協
に
基
づ
く

そ
し
て
そ
の
線
策
を
市
職
員
に
よ
る
ヅ
W

ジ
ヱ
ク
ト
チ
i
ム
基
一
本
務
総
殺
に
織
り
込
ま
れ
た
主
旨
を
総
最
を
滋
め
る
子
波
小
、
す

P

災
体
化
す
る
事
業
を
と
術
開
院
か
ら
議
ば
れ
た
総
合
計
画
審
議
十
分
絡
滋
し
つ
つ
、
原
案
を
一
問
郁
容
亙
総
本
機
殺
の
全
文
に
つ
い
て
は
、
広

会
に
お
い
て
檎
討
を
し
た
抑
制
鋭
敏
を
口
月
定
例
会
に
後
獲
し
蛸
雑
誌
月
1
日
号
特
集
綬
で
お
知
ら
せ
い

進
め
ま
し
た
二
ぞ
の
ま
し
た

b

そ
し
て
四
月
日
泊
の
本
会
綴
た
し
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
め
総
合

問
、
広
綴
密
漁
し
て
で
可
能
き
れ
.
新
し
い
総
本
総
総
が
雨
時
計
一
開
策
定
経
過
を
ま
と
め
れ
九
資
料
は
、

ア
ン
ケ

i
ト
総
盗
を
め
ら
れ
た
わ
け
で
す
m

図
書
籍
等
で
ご
際
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だ
幸
い
伺
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問
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日

設

け

ぽ
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し
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で

は

お

ま

ま

一

ー

嘩

一

5
年

前

に

比

べ

一

一

白

羽

生

四

ゴ

一

段
片
付
詳
し
河
内
計
二
耕
一
時

8
%の
入
口
増
一
時
一
一
一
一
日
一
一
誠
一
三

五
罰
法
計
十
日
三
国
人
口
の
仰
び
鱗
堂
一
J
M
M
M

一山一一
J

…

が
審
議
会
よ
ワ
蓄
季
、

2
に

量

的

に

イ

{

ン

で

一

昨

年

路

空

白

に

章

一

雲

行

(

詩
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年

E
出

ぎ

に

義

し

て

機

十

十
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!

?

;

一

上

ι上

一

さ
れ
ま
し
令

z
f、

将
来
の
ま
ち
で
室
護
…
わ
れ
た
雲
霊
的
擦
は
、
叫
争
力
聖
位
毒
に
減
少
、
こ
こ
に
宅
、
「
一
人
一
人
一
人
一
綿
一
仁
人
…
…

総
本
山
榔
燃
は
、
法
を
次
的
5
つ
に
表
わ
し
て
い
ま
す
ゅ
一
い
た
だ
き
島
立
が
と
フ
ど
が
い
ま
し
人
口
の
拍
手
も
よ
う
や
く
綴
織
化
し
て
一
間
一
四
一
波
一
郎
一
筋
…
M
W
…
間
一
一

織
に
よ
り
、
市
警
2
8
然
丹
壊
に
あ
っ
た
〈
ら
し
主
…
た
e

産

量

養

護

憾

に

ま

き

た

こ

と

を

議

し

て

い

そ

一

糊

…

zzm.
互
12-一一

季
大
綿
に
す
る
。

τめ

た

撃

を

お

き

で

手

e

ち

な

み

記

雲

市

町

村

高

級

車

ベ

二

二

二

一

一

一

2

T

総

み

つ

づ

け

る

た

め

、

量

一

義

的

替

、

人

口

芸

万

1

6

ス

ト

3

q

z

警

護

で

岨

・

7

%

、

立

…

ー

l
「

lllE31Z…

な
捌
崎
地
味
で
の
平
凡
を
く
ら
L
を
大
町
6
1
入
で
、
6
年
前
に
お
ベ
て
鵠
・
5
2
似
補
袋
詰
品
・
0
%
、

S
位
務
酬
坦
耐
町
…
~
〓
…
戸
、
一
争
一
扇
町
一
緩
い
一
一
如

一
九
…
努
…
女
一
計
増
年
亀
滋
一
輪

切

に

す

る

。

一

%

の

人

口

増

と

な

っ

て

ふ

車

て

蜘

抑

制

・

8

%

で

し

た

・

て

一

〓

一

一

-

一

-
a

一
;
一
即
日

n
M
一

3

人

々

が

頗

語

り

に

な

り

、

主

主

(

雲

田

T努
雨

量

(

会

長

護

官

会

下

γ
「
γ同
ド

E
一

い
を
支
え
合
い
な
が
ら
、
共
に
学
院

'dpaa，a，，
a，，
a'e'i'd'd'''S4964夢

S'444'd'd''a，a，S449'agaa，a''a'''''S夢
実
夢

''''eそ
''d't

糊
関
車
闇
の
曜
荷
轍
の
羅
針
院

事
韓
民
沼
は
ま
ち
の

シ
ン
ボ
ル
。
こ
の
禽

賓
な
水
辺
各
一
念
か
す

ニ
と
が
、
ニ
れ
か
ら

的
大
殺
な
m
T
1
7
だ
b

津

川

武

彦

氏

岡
崎
和
凶
年
H
H
R
7
沼
魚

布
佐
2
3
1
8

。
人
権
簸
綾
義
組
問
緩
縁
部
輔
の
撤
践
に
つ

い
て
絞
出
刷
機
了
と
な
っ
た
田
中
量
純

設
と
総
持
機
撚
氏
を
帯
数
薦
す

zZの

削
問
中
幾
純
氏

大
正
3
年
目
泊
四
月
四
日
生

中
峠
1
4
2
3

石
井
紘
野
氏

大
波
同
年
3
制
作
4
諒
ゑ

布
依
2
2
2
4

務
総
緩
徐
劇
的
逓
伝
に
つ
い
て
縫
合

的
線
鶴
剤
師
、
つ
ち
か
ら
選
佼
す
る
絞
殺
後

異
に
や
古
松
子
草
議
民
を
澱
肘
枕
す
る
も
め

古
ロ
松
子
世
単
品
仇

昭
和
持
率
7
月
M
n生

制
間
作
仙
台
7
的
部
的
制
的
5
0
2

綴
市
総
本
融
情
岨
揮
を
定
め
る
こ
と
に
つ
い

て

別

掲

を
お
、
こ
の
ほ
か
一
一
散
会
鈴
、
特
別

地の米軍機使用絶対痕対下総271 
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柏
税
務
署
で
受
け
付
け
て
い
ま
す

す

で

に

襲

撃

で

一

得

議

税

事

事

豪

雪

HmZ行っ
て
い
ま
す
。
廿
一
γリ
l
マ
ン
援
護
欄
時

総
日
時
や
際
綴
務
控
除
に
つ
い
て
年
来
線
制
賢
官
泌
総
す
る
叩
た
が
慌
に
控
お
日
々
絞
殺
融
緩
に
よ
っ
て
同
開
時
帥

ゑ

ぢ

受

注

が

玄

q
硝
部
議
委
系
暴
滋
余
綴
っ
て
く
る
の
芸
。
作
品
伶
川
口
々
り
は
大
州
議
議
し
ま

す
の
で
、
似
る
べ
く
お
絞
め
に
納
泌
総
務
守
儲
品
開
議
行
つ
よ
う
、
お
綴
い
申
し
上
げ
ま
す
。
議
税
務

2湾の混雑を遂げてお禦めに山4自税務畿での受付綴f塁間

新
築
の
場
合
の
要
件

マ
イ
ホ
ー
ム
を
取
得
し
た
人
?
次
の

お
か
告
ゆ
ま
で
の
す
べ
て
の
…
賀
川
げ
合
総

昭
和
紛
必
然
4
間
務
懇
築
制
閉
会
的
関
悶
縁
、
常
型
災
主
義
…
総
級
殺
を
竹

崎

い
設
し
ね
務
舗
は
ペ
リ
淡
町
緩
め
抗
議
カ
絞
タ
ダ
校
総
領
管
破
終
的
一
線

機
L
n止
措
獄
等
級
鍛
え
抽
地
昨
臨
海
懲
滋
務
幾
込
守
山
我
慾
4
7
駅
北
口
土
地
隊
総
整
制
措

機
嫌
い
可
制
開
発
街
地
調
畿
総
等
的
改
ぷ
L

勺
叫
削
尚
掛
川
法
人
辞
棺
品
川
子
市
あ
ゆ
み
の
郷
公

が

必

紡

伊

の

7
議
院
闘
に
わ
た
り
ま
し
た
。
な
お
ぶ
閣
総
の
輸
送
力
整

繍
い
と
必
開

mm』
に
つ
い
て
は
広
綴
絡
続
的
山
年
九
ば
間
口
出
臼
間
一
切
で
二
財
窃
法
人

技
百
冊
子
市
島
申
み
的
網
開
公
社
」
に
つ
い
て
は
間
同
日
け
四
月
1
臼
号
で
銃
に
詳
し
く

お
知
ら
せ
し
て
あ
り
ま
す
の
で
‘
今
開
聞
は
割
問
愛
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

た
し
て
い
る
と
き
球
、
校
後
的
削
除
仲
間
数

1
6
5
.
m
以
下
で
あ
る
こ
と
。

小
組
問
側
関
鐙
料
陣
)
的
漆
織
が
あ
り
ま
す
。
必
話
除
を
受
け
る
年
の
所
由
市
令
制
聞
が

鐙
堪
淡
蜘
刑
織
が
四
年
日
以
上
で
年
間
却

8
0
0万
円
川
吋
干
で
あ
る
こ
と
c

.万刀附門円を制鐙租える什往弘申学渇γ唱d

口??.傘令

あ
る
人
ο

の
?
な
い
こ
と
。

窪
)
「
住
宅
口

j
J
Lリ
ザ
争
議
臨
時
限
、
⑥
て
の
家
屋
に
居
住
し
た
年
ま
た
は

佳
宅
ロ

i
ン
会
社
、
生
命
保
険
会
社
寺
前
年
も
し
く
は
前
々
年
に
次
の
議
開
問
の

ど
の
滋
合
金
を
さ
し
、
同
協
ぶ
金
議
公
壊
特
例
を
受
け
な
い
骨
ま
た
は
受
け
て
い

年
金
議
後
事
業
路
、
深
必
綴
合
、
品
礼
的
主
い
こ
と
。
ま
た
、
居
住
し
た
年
の
朝
高

級
山
引
を
ど
は
総
か
れ
ま
す
。
円
安
ま
ん
は
盟
主
持
に
そ
の
吐
か
一
駁
及
び
そ

市
在
宅
を
取
得
後
、

6
か
M

円
以
内
に
の
敷
地
等
以
外
的
資
践
的
州
誌
を
し
た

人
間
臨
し
、
か
っ
、
そ
の
棺
?
の
ほ
開
門
別
品
目
日

ま
で
削
引
各
品
開
挙
制
樹
什
以
上
て
い
る
ぷ
と
。

ゆ
て
の
ψ

鉱
山
閣
の
絞
ぬ
出
掛
慌
が
品
吋
掛
川
以
上

似
総
仲
間
紛
糾
問
機
内
総
淡
紙
撤
問
的
3
0

会
い
滋
成
し
て
ま
い
り
ま
す
。

我
孫
、
忽
J
J

駅
前
九
三
一

土
婚
陸
部
蛍
濯
襲
業

殺
孫
子
釈
兆
円
日
土
持
区
制
棚
核
抑
町
家
業

に
つ
い
て
は
邸
年
度
、

1
悠
5
0
8
0

我
孫
チ
駅
土
地
反
函
整
理
事
業
は
昭

万
円
補
助
主
主
も
っ
て
進
め
て
い
ま
務
部
年
四
月
末
現
夜
、
宅
地
面
積
の
出

す

。

%

の

佼

換

地

建

正

が

進

み

、

ま

た

建

物

当
該
事
業
区
域
は
起
伏
が
激
し
く
、
移
転
率
は
描
%
と
寺
り
、
安
食
紅
一
戸
数

ま
た
軟
弱
地
盤
藤
滋
も
ゐ
り
、
歩
的
情
的

3
2
2
一
戸
じ
対
L
1
8
1一
一
仰
が
移
転
を

~

〉

↓

一

》

J

縫
出
宮
町
役
築
に
つ
い
て
、
建
設
省
笹
輸
な
造
成
工
事
を
点
目
婆
と
す
る
一
昨
で
も
易
業
F
し
て
い
ま
す
。
こ
の
縫
物
移
綜
に

金

谷

堤

槌

替

改

築

、

の

際

憶

と

し

て

最

重

昔

話

落

語

踊

る

の

で

、

主

と

し

て

暴

露

戦

が

つ

い

て

は

権

利

害

」

震

と

協

力

ポ
ン
ブ
護
設
計
一
閉
め
警
に
捜
カ
条
件
ま
っ
て
い
ま
ナ

4
J重
ド

寺

、

?

?

認

宮

中

心

に

去
る
日
月
刊
日
、
閉
山
東
地
五
凶
挫
日
夜
同
総
る
よ
う
間
関
係
者
い
い
際
油
田
ー
容
を
徳
山
向
し
独
打
率
は
却
受
け
と
金
2

て
い
で
務
ヂ
滋
め
ら
れ
て
い
ま
℃

河
川
部
民
合
は
じ
め
左
す
る
奴
係
機
制
閉
ま
し
ょ
γち

綴

滅

的

状

況

で

す

が

、

務

総

め

議

榊

刊

に

本

ぶ

療

に

つ

い

て

は

叙

紛

広

織

の

…

帥
誌
に
よ
る
実
禽
一
銭
財
務
童
相
姦
こ
れ
に
守
護
ぎ
り
会
議
総
つ
い
て
は
・
ム
織
的
事
裂
が
1
H時
も
肘
飾
品
護
ア
事
長
持
参
議
了
什
開
地
閣
に

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
繁
上
下
滅
的
総
滅
的
総
機
校
総
会
智
ふ
ま
え
、
邸
く
関
ら
れ
る
よ
う
、
務
紙
夕
惨
殺
ぶ
滋
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
版
刷
側
民
間
路

市
で
も
あ
好
機
に
潟
た
り
、
数
潟
宇
一
郎
と
と
も
に
機
械
産
緩
め
糊
妥
協
滋
総
削
聞
に
滋
め
て
い
ま
す
。
制
抑
川
義
仇
料
2
0
0
ド
ド
の
掛
削
級
新
感
畿

の
本
被
状
凶
仙
舟
統
制
明
し
、
市
災
が
1
判
闘
い
い
人

ηた
い
絞
め
労
恥
引
が
山
山
さ
れ
ま
し
本
工
務
に
つ
い
て
は
〈
部
門
払
仲
)
剖
悶
療
を
ば
同
月
い
い
制
械
設
す
る
子
山
沌
で
す
。

も附
γ
く
後
最
に
修
行
ゼ
る
よ
う
、
い
か
れ
九
。
衡
と
し
て
も
今
後
も
獲
に
い
総
務
的
わ
場
滋
的
内
務
工
事
在
年
般
的
に
策
総
務
部
年
枝
約
一
被
ぬ
事
業
は
3
俗
6

に
織
内
川
帥
眠
術
戦
裁
い
い
沿
を
ふ
い
で
い
る
業
化
い
い
向
間
行
強
力
に
府
税
制
制
し
て
ま
い
り
丁
し
、
ま
た
処
干
接
選
ム
マ
h
t
駅
絞
広
場

0
0
0
U
H
m
n
で
す
が
、
そ
の
執
行
率
は

か
を
品
川
く
訴
え
る
L
C
Kも
い

‘

金

お

闘

慌

た

い

主

ね

じ

ま

す

。

に

通

ピ

7
9
町四街
M
m凶
叫
授
と
広
略
的
一
日
出
裕
和
制
mw
年
間
四
月
求
刑
判
花
河
持
強
消
化
活

~家緩め殿博(純益基}係筋 I~総当する償道会の額的計算

家主義的取得(新築)1語額 家主主の{鴎絵iニ紛お
その年の筑波念の意義X~~~~~~~-

{詩人会の元本の議 する策室童会C)霊童

。
台
万
出
門
の
特
別
控
除
。
内
務
僚
経
問
問
府
弓

併
問
箆
応
用
財
産
の
警
添
え
や
交
換
の
⑧
主
総
量
歪
も
の
。

場
合
の
長
出
掛
譲
渡
所
得
の
課
税
の
特
例
。
。
印
鑑

付
属
品
成
市
街
盤
誌
に
あ
品
土
地
帯
。
給
与
所
綬
畿
の
受
ベ
そ
の
ま

再
生
品
目
摺
弱
火
漆
染
物
受
共
闘
挺
宅
}
綴
幾
徴
収
終

の
建
設
の
た
め
の
気
象
ザ
ん
や
党
時
間
的
潟

合
的
競
渡
所
徴
的
総
統
的
特
例
。

中
古
の
場
合
の
酬
明
件

続
蹴
恨
の
総
合
の
制
官
件
に
飢
え
、
次
の

務
品
げ
の
す
べ
て
や
瀦
た
し
て
い
な
け
れ

ば
な
り
ま
後
ん
の

会
主
的
繁
盛
が
迷
築
後
一
使
開
閉
さ
れ
た

と
と
が
お
る
ニ
主
。

@
ぞ
の
本
患
の
取
得
宮
以
前
同
年
以

内
(
そ
の
家
屋
が
髭
火
謹
築
物
の
場
合

は
お
年
以
内
)
に
建
築
さ
れ
た
も
の
で

品
る
こ
と
。

③
ぞ
の
家
一
怒
の
濁
議
資
産
頭
部
昨
鏑
綴

が
1
.
m
当
た
り
0
0

一刀
7
0
0
0料
以
下

で
み
る
こ
と
。

添
付
審
麟
間

像
世
皿
一
銭
恭
的
移
し

俗
儒
親
臨
刊
の
後
絞
議
機
ん
が

命
郎
防
就
い
脚
明
批
問
に
採
る
級
殺
緩
め
倹
滋

余
一
務
泌
総
務

@
然
災
抑
吋
州
制
撤
汽
哨
側
斜
例
制
肉
料
例
議
一
号
炉
い

紬
拙
叫
仰
の
蹴
桝
的
問
の
わ
か
る
も
の
。

。
中
段
片
山
燃
M
m
w
務
会
は
同
制
定
演
説
械
問
問

の伎倍程取得除隊露首の計算

住宅取得控除額
X18%需

{最高157jf'l)

払
一
人

支
…
た

の
…
つ

錦四月…
φ

の

療
…
が

〆
℃
品
目
、
司

許

U
F
K
-
も

lv-

本
人
ま
た
は
省
後
(
生
計
骨
肉
じ
〈

す
る
綴
淡
)
の
然
出
町
蜘
眠
、
京
文
弘
す
た
桐
明

会
に
は
…
叫
廷
の
袋
併
の
も
と
に
医
桜
吹

鐙
品
開
(
所
得
控
除
)
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

窓
由
時
開
院
に
詰
涯
師
押
な
ど
に
支
払
っ
た

品
議
後
や
入
読
書
般
に
、
滋
薬
同
町
の

脚
蹄
入
耕
民
や
通
銭
授
な
ど
も
含
ま
れ
ま
す
。

な
合
、
襲
撃
ど
に
つ
い
て
懇
話

み
で
、
年
後
家
に
山
地
予
算
談
A
F字
芯
騎
に
口
闘
で
あ
る
良
努
在
住
諏
墳
の
整
備
と

液
化
す
る
た
め
、
滋
銭
萎
識
が
笠
お
い
う
一
大
前
援
を
踏
襲
し
て
、
住
宅
地

に
行
わ
れ
る
よ
う
1
悠
3
0
0
0
万
只
に
対
す
る
需
要
動
向
を
勘
案
し
な
が

の
時
間
務
品
目
制
胞
を
も
っ
て
対
応
す
べ
く
計
ら
、
現
行
指
導
要
綱
の
指
導
内
容
及

上

し

ま

し

と

。

び

拙

開

発

事

業

者

の

公

共

施

設

の

負

担

J
h
h
h一奇心
M

ゴ
ペ
宅
ぷ
か
う
没
d
n
V
A設
が
め
晶
れ
リ
カ
及
び
負
担
金
の
取
級
い
等

開
発
援
指
導
要
綴
姑
一
背
後
改
正
の
抽
捕
手
化
を
問
問
る
た
め
改
嘉
手
長

乙片
m
r
t
r
y
¥
M
V
V
J
y
r
グ
一
え
が
パ
設
し
ま
し
た
~
。

「
我
孫
子
市
鴨
開
発
行
為
等
綴
議
採
綴
」
改
続
出
需
の
主
奇
骨
子
と
し
て
の
僚

は
昭
如
相
時
年
6
H
l
n
n施
行
以
来
、
す

1
点
泌
総
批
判
綴
織
婆
幽
酬
と
袖
開
銀
拠
問
機

で
に
H
U
年
を
ほ
時
滋
し
ご
い
ま
す
。
そ
の
務
総
の
問
機
化
か
ぬ
る
た
め
、
分
機

関
、
救
援
の
約
八
万
約
な
後
託
金
総
て
劇
鳴
し
た
ニ
る
た
干
す
。
務
2
市川と
L
で
は

伐
に
瀬
川
っ
て
い
ま
少
。
隊
総
数
綴
品
臓
の
戦
総
長
関
る
ベ
怒
W
A

時
今
、
燃
料
問
機
嫌
務
総
に
つ
い
て
は
絞
ぞ
す
。
務
3
点
と
し
て
は
良
好
奇

総
泌
衡
に
よ
る
ぷ
唱
助
削
減
終
総
議
務
楠
桝
仲
成
田
州
統
を
繋
縛
従
逃
す
る
事
裁
に
叫
叫

に
よ
る
行
政
機
導
的
核
綴
約
金
制
見
渡
し
し
、
品
開
組
問
金
的
減
臨
地
域
酎
Mpu添
加
し

に
つ
い
て
」
の
滋
透
、
そ
L
て
総
持
p
行
え
子
と
で
す
。

政
改
革
撤
退
官
樹
議
官
、
議
制
緩
務
分
料
な
む
今
後
は
関
係
部
門
と
の
検
討

会
に
よ
る
続
制
緩
和
銀
色
世
帯
に
み
ら
れ
を
議
む
な
が
ら
、
議
会
と
も
詞
笠
を

る
よ
う
に
非
常
に
き
び
し
い
状
況
下
に
綴
り
、
早
織
に
施
有
で
き
る
よ
う
努

台

か

れ

て

い

ま

す

。

カ

し

た

い

と

考

え

て

い

ま

す

。

今
凶
の
改
正
は
従
訴
か
ら
の
制
定
選

保
品
開
{
齢
脚
務
先
}
や
間
制
録
申
怖
か
ら
拙
附
て

ん
ム
慌
が
あ
っ
点
総
会
、
必
ず
総
べ
て
お

い
て
〈
尽
さ
い
。

添
付
稼
綴

飢
餓
療
後
者
ど
の
醐
制
緩
滋
鯵

{
目
的
、
官
民
払
策
、
か
か
ソ
た
人
的

氏
名
、
金
制
間
金
万
岩
盤
機
L
た
一
酔
見
山
設

が
あ
る
在
使
副
刊
で
す
)

伶
給
与
品
開
叫
持
の
樹
叩
桑
激
戦
媛

一
w

』難巡
…
人

や
…
た

宮
口
…
つ

災
一
あ

災
害
や
盗
難
告
ど
に
よ
り
、
住
宅
や

{
家
財
な
ど
に
多
様
の
浪
宮
口
を
受
け
た
場

合
、
保
険
な
と
に
よ
り
橋
て
ん
さ
れ
た

金
額
を
除
い
た
実
一
損
失
額
と
関
連
L
で

出
資
し
た
金
額
止
の
関
係
で
控
除
が
受

け
ら
れ
ま
す
。

添
付
篠
崎
倒

的
要
証
明
怒

⑨
領
待
合
鎖
的
明
抑
制
議
、
縦
続
し
た

制
制
収
制
鮮
な
yw

治
必
修
所
得
内
総
綴
徴
収
総



す
で
に
叩
月
間

B
号
の
広
報
で
お
知
ら
せ

し
た
通
り
、
昨
年

S
Rの
定
即
時
十
市
議
会
で
志

家
遂
事
業
給
水
条
例
の
一
怒
改
正
が
可
決
さ

れ
、
水
道
料
金
は

4
向
付

1
自
は
か
ら
祭
料
金
と

な
り
ま
す
。
そ
こ
ぞ
、
と
の
料
余
波
設
に
都
困

惑
ん
の
ご
線
終
を
い
た
だ
く
た
め
、
今
一
協
が

ら

3
図
シ
リ
ー
ズ
で
水
滋
務
総
の
波
紋
な
ど

を
制
問
介
し
て
い
窓
ま
す
。
柑
略
1
削
出
削
岡
山
川
水
漁

料
金
に
つ
い
て
む
そ
の
し
く
み
や
料
品
臓
が
万

の
よ
う
に
し
て
淡
ま
る
の
か
ど
総
務
し
ま
す
ω

V
問
い
合
わ
せ
水
道
開
局
窓
九
割

)
G
1
1
1

ご

い
う
サ
t
ど
ス
仁
対
す
る
対
同
闘
で
す
c

1
1
母

j
i
i

r 、
'" 50 

40 

水
道
料
金
の
し
く
み

品刊ゐ
O

ん
が
門
悶
ー
が
た

寸
法
仁
必
総
合
点
zwa必
授
な
と
き
に
い
っ

?
も
申
出
せ
る
よ
う
に
、
純
設
や
本
知
仰
の
ふ
本
滋
事
議
は
、
明
治
や
中
市
や
府
内
な
ど
の
箆
定
例
聞
な
ぬ
け
、
こ
の
測
に
滋
加
す

怒
川
悼
を
し
て
ム
お
く
準
備
践
的
主
朴
訟
で
品
市
方
h
H
仏関休日伊
UH
つ
ど
い
る
の
が
ほ
と
る
絵
本
人

ne総
本
般
に
川
村
総
す
る
い

て
言
葉
一
は
、
基
本
料
金
持
同
叫
ん
ど
で
、
雲
仙
仰
に
も
こ
の
傾
向
詰
ろ
い
ろ
な
器
投
棄
し
ぷ
読
ん
表

さ
れ
て
い
る
m
dを
越
え
た
使
用
水
註
七
て
す
ご
民
事
業
法
事
、
H
ま
き
求
め
ま
す
り
叩
い
て
隊
側
闘
い
か
ら
九
議

長
L
て
主
る
料
金
で
、
使
2
ほ
と
地
主
治
浮
か
行
一
フ
ホ
道
事
芝
、
し
て
、
出
に
み
あ
う
な
務
軍
波

高
く
寺
る
5
段
階
の
体
系
に
な
っ
て
い
地
方
公
芯
企
菜
法
と
い
う
法
律
の
も
し
r
一
定
す
る
わ
け
で
す
。

ま
す
c

に
公
共
的
…
な
間
柄
制
酬
が
さ
れ
て
い
ま
す
之
本
道
局
で
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
家

こ
の
慈
糸
川
貯
金
P
A間
開
料
也
を
あ
れ
ま
ず
料
金
に
つ
い
て
は
逗
半
現
場
内
特
出
し
た
笠
王
を
「
水
道
重
重
労
甚
議

伎
で
本
滋
付
金
と
い
っ

rい
ま
タ
が
、
慌
の
下
に
お
け
る
波
紋
長
銀
同
闘
に
mmf
ら
ム
バ
」
と
い
う
市
長
の
諮
問
問
拙
岡
山
間
仁
会
け

こ
の
か
娠
は
…
絞
め
筒
取
り
引
き
に
あ
し
、
公
採
取
疲
労
告
ら
の
で
あ
る
こ
と
」
務
淡
を
廟
い
、
答
申
を
得
た
の
ふ
り
お
淡

け

る

的

ぷ

代

余

と

は

険

協

が

淡

い

、

統

し

た

が

合

的

議

決

を

い

と

ど

く

こ

と

に

な

り

ま

μ
告
側
開
け
れ
ば
い
つ
品
じ
も
必
引
が
山
川
る
と

市
山
門
的
一
熊
手
話
的
平
鈎
使
用
人
』
盛

山出‘

2
・
伊
丹
ザ
川
村
山
山
ば
ほ
ど
で
す
。
ニ

ぬ
れ
余
は
割
合
3
6
0
0
問
い
た
だ
い

ご
い
ま
す
が
司
そ
の
山
内
紋
は

1
凶
め
よ

1 11 . 2111.1、気y品が氷点下校

こえることが$くなりますね その
た/J)ぷ道管が凍結し、縫製、総本

守単位が車三こりやすくなりま司 c 綴

ぷすると、 f史F詰宇+1をや修機代えよ

せ思いがけないIHi警がおも力、IJ

s手品ちに隊寒の準緩そをしまし

拙
問
問
問
料
金

3
，soom門

料
~加
盟

の

方
?去

本
従
じ
す
る
川
崎
は
ョ
メ
i
タ

ー
ボ
y
ク
ス
山
刊
の
災
ル
仏
本
殺

を
閉
じ
て
銭
円
μ
を
開
聞
け
、
ふ
小

滅
後
山
門
川
山
本
金
金
総
ぶ
し
て

や
水
滋
緩
や
総
伐
の
部
分
在
的
胤
潟
し
ま
か
ら
む
山
山
か
け
く
だ
丸
、
ぃ
。

し
よ
う
露
出
L
た
と
こ
ろ
が
凍
結
し
心
情
捕
っ
て
し
ま
っ
た
ら
線

や
す
い
の
守
、
手
近
に
あ
る
ポ
口
市
や

J

た
部
分
に
タ
オ
ル
を
か
け
、

毛
布
、
発
泡
ス
チ
ロ
i
ル
な
ど
を
巻
き
、
ぬ
る
ま
渇
を
申

2

〈
り
か
け

t
溶
か
し

そ
の
上
今
勺
ビ
ニ
1
1
ル一ア
I
7
な
と
で
て
く
だ
さ
い
c

急
に
然
必
を
か
け
る
と
、

し
っ
か
り
巻
き
つ
け
‘
ぬ
れ
な
い
よ
う
管
や
銃
什
か
絞
裂
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

に
L
で

保

手

し

ま

す

れ

す

の

で

え

を

し

ま

L
ょ
う
〈

ハγ
ゑ
滋
納
宜
的
水
を
錐
〈
杭
打
企
と
で

を
防
ぐ
に
は

市川以
m
w
物
む
ん
い
日
付
し
て
、

た
い
八
人
牧
市
し
い
の
で
す
か
、
こ
の

さ
フ
在
京
が
を
必
解
く
ど
き
ス

V
4
7

L
m引
い
い
た
し
ま
す
「
主
む
、
詳
し
い

本
道
界
主
電
気
料
金
や
電
話
料
品
r

里
山
町
通
り
、
本
遂
事
長
の
副
主
主
体
制
料
金
喰
芯
、

3
R
M
れ
口
げ
の
広
銭

ぬ
よ
sr
に
、
人
予
防
ほ
ぽ
一
律
に
す
る
こ
は
ほ
と
人
と
が
地
主
む
治
体
で
み
る
た
で
む
知
ら
せ
し
ま
す
。

と
か
で
き
れ
ば
座
相
官
、
j
o
し
か
し
、
め
、

2
問
閣
の
よ
う
な
大
き
な
料
金
仲
間
芝

が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
品
名
様
弘
治
体
に
よ
っ
で
、
れ
市

内
後
凶
ヤ
役
続
問
、
泌
総
時
間
問
、
水
制
仰
な

3母

争1~雲水道違約金の内訳

j設

地
域
に
よ
る
料
金
轄
差

叫怯
ν
純
子
約
誠
会
は
‘
め
W

市
札
附
州
市
阿
と

叫
ん
ベ
て
州
制
災
時
間
州
一
切
和
初
日
制
年
〉
が
緩

い
一
部
吋
討
議
波
法
中
ぬ
ナ
イ
ル
ン
.
1

，eh
γ

で

時
端
技
授
が
十
一
日
間
貼
慨
し
、
借
入
れ
岳
山
か
辛
い

aM礼
町
帯
パ
庁
総
長
い
た
め
絞
本
容
の
効
京

漏
水
は
早
め
に

発
見
し
ま
し
ょ
う

rh出
し
と
管
口
外
に
‘
床
r
h
z
、
肺
門
予

で
の
水
道
右
時
裂

ιみ
り
ま
す
の
で
、

税
わ
し
い
時
は
蛇
口
長
七
九
閉
め
て
メ

)
タ
I
J

合
点
検
し
F

、
く
だ
会
い
〈

お
い
れ
が

V
L
r仁
川
円
，
ご
い
れ
ば

制
収
ー
で
い
ま
サ
…
川
崎
れ
れ
が
U
松
永
介
吟

は
、
メ
タ
ド
ノ
ク
ス
山
内
約
ぬ
d
b小

仏
江
主
閉
し
て
、
L

が
ぼ
く
の
治
安
ふ
市
川
工

も

4

〈

I
1
y

↓
n・
0
カ
イ
法
九

が
緩
い
必
並
悶
混
家
J
H
依
い
(
防
部
、
全

附
川
市
仏
叫
引
持
一
令
本
仇
刊
の
平
山
一

zt十

滋
ぶ
総
本
滅
危
舘
渇
閃
か
ら
的
俊
ホ
に
給

っ
て
い
る

iー
な
ど
の
機
闘
?
、
般
的

事
議
体
よ
り
不
制
刊
な
状
山
川
下
に
州
蹴
か
れ

水
局
地
一
向
で
は
、
コ
ン
ト
ヒ

λ
i
タ
ー
に

よ
る
冷
小
岡
崎
の
集
中
制
御
、

O
A伐
に

よ
る
人
民
の
抑
制
等
に
よ
り
‘
打
、
ぎ
る

印
刷
り
の
芸
品
努
力
を
し
て
い
ま
す
U
、

年
々
培
加
す
る
諸
政
別
を
収
益
で
ま
か

辛
い
き
れ
な
い
状
況
に
な
っ
て
き
ま
L

ぺ
そ
こ
で
、
健
全
也
財
政
会
U
E
の
も

と
に
安
渡
し
た
傍
粉
体
制
を
保
守
ず
る

問
削
判
例
年
4
Mけ
か
ら
平
泳
小
山
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昭和59年、農角的乗車中
の事故死亡者145人のう

ち、 144人誌シートベル

トをしてい者かった方。

シートベルト着用する

かどうか{まそめまま生

きるか死ぬかにもつ

ながるのです。

豊臣告77喜善

持主主総隔でまをっているE撃がき霊:二重?突すると

なんと 4~議総ピJレから:事下した草寺

女
コ
レ
が
正
し
い
シ
i
L
r
ベ
ル
ト
-z

の
締
め
方

ぬ

W
概
蹴
麟
河
に
か
か
る
よ
う
に
。
深
〈
脚
蹴
か
け
て
必
ず

鱒
賦
品
開
の
位
趨
で
油
開
め
る
。

③
ベ
ル
ト
は
よ
じ
れ
な
い
よ
う
に
稔

よ
じ
れ
る
と
関
部
分
的
に
庄
カ
ガ
珍

③
バ
ッ
ク
ル
は
わ
チ
ツ

と
鼎
闘
世
官
虫
〕
甘
い
て
即
眠
実

し
込
む
。

一Z
息
苦
』
£
ご
〉

ι
'
I
S比、町、齢制局

I
-一
三
:
…
J
Yま
品
川
証
言
車
内
応
問
実
は
知
伶

i
i雇
i
s
z
i
g
z
E
B長
B
E
i
以
上
に
紘
一
線
に
大
き
な
惜
別

離
を
泌
較
す
る
と
き
、
ま
た
は
市
中
に
黙
を
も
た
ら

L
ま
す

q

時
速
m
w
J
U
削で

問
内
最
す
る
と
き
あ
な
た
は
シ

i
ト
ベ
ル
縫
っ
て
い
る
車
が
協
定
照
に
醗
禁
ず
る

ト
を
し
て
い
ま
す
か

E

と
、
ヒ
ん
の

4
昨
刷
用
問
上
〈
尚
ち
約
リ
時
計
}

時
年
日
月
に
殺
孫
子
制
術
的
常
務
が
品
川
手
か
ら
落
下
し
た
と
き
い
等
し
い
術
的
平
に

た
認
棄
で
は
、
ま
ご
間
人
に
一
袋
入
し
か
襲
わ
れ
ま
す
n

M

然
的
問
繍
4

で
は
ひ
と

ン
!
ト
ベ
手
工
主
治
消
し
て
い
を
い
こ
と
ま
り
も
あ
り
ま
せ
λ

得

と
が
わ
か
り
ま
し
た

h

守
車
に
華
る
場
合
、
時
停
日
間
内
向
昭
和
的
年
第
4
閉山市川淵

シ
l
!
叫
ル
ト
は
い
わ
ば
ぷ
州
問
桝
u
o

会
議
総
会
ぞ
も

J
Y

ト
ベ
ル

i
務
附

ま
さ
か
の
事
故
m
?と
き
に
は
あ
な
た
令
球
動
推
進
に
つ
い
て
め
ぬ
い
ぶ
か
な
さ

死
か

h
救
7
、
大
開
な
同
批
判
耐
を
祭
た
ず
れ
、
ン
j
a
r
べ
ん
ト
綴
閣
が
強
く
訴
え

め
で
す

J

ら
れ
ま
し
た

b

w明
和
初
年
内
千
織
娠
を
織
に
と
れ
ば
、
吋
縦
断
山
だ
し
「
キ
ェ

i
ク
ツ
だ

L
4

向

M
融
阿
部
飛
車
中
町
死
者
は
1
4
6
人

で

ど

k
い
い
ぷ
叩
鱗
々
を
は
ず
し
て
い
る

し
た
が
、
そ
の
う
ち
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
あ
な
た
、
一
刻
も
皐
〈

y
iト
ベ
ル
ト

着
用
し
て
い
た
方
は
た
っ
た
v
t
n
ぞ
議
問
聞
を
習
慣
ヴ
け
て
く
だ
幸
い
。

し
た
ロ
も
し
仁
く
な
っ
た
1
4
4
人
的

v
m問
い
合
わ
せ
市
削
除
生
討
議
、
我
孫

方
が
シ
ー
ー
へ
ん
・
?
を
し
て
い
た
ら
子
繁
蜘
常
務
制
へ

m
M
~
0
1
1
0

占令
ω
拡
削
刷
は
〈
ん
と
減

B

た
こ
1f~
で
し
ょ

1
月
刊
日
は
統
い

匂

}

t

r

}

1

1

て

m

m

民主的

t
j
z
{長
主
〆

νrι

ど
を
た
ず
ね
し
ま
す
の
で

き
る
Z
H月
MMmu
は「
1
1
0
機
内

nL
お
答
え
く
だ
幸
い
向
。
い
つ
ピ
与
で
、

て
し
た
臼
県
内
向
ご
e
a
l
o
慾
い
通
報
受
生
時
間
問
、
持
品
川
闘
機
物
等

O
犯

件
訟
は
1
日
約
1
0
0
6
件
に
も
上
り
、
人
は
匂
ゐ
人
数
、
人
相
特
徴
等

O
逸

ニ
的
問
卑
附
州
で
僚
に
増
、
え
て
い
ま
す
が
、
げ
先
方
向
掠
a

駅
-

G
ハJ

通
り
お
向
等

η
1
1
0
番
い
は
事
件
‘
多
数
の
緊
ゑ
口
怖
で
一
逃
げ
た
か
、
走
っ
亡
、
山
回
転
車

巡
裁
ま
た
は
犯
罪
情
報
の
磯
山
村
絡
め
た
で
、
車
で
(
ナ
ン
パ

i
〉
O
状
淑
・

め
に
利
用
す
る
京
総
で
寸
w

ま
ず
旧
内
が
犯
行
町
状
況
な
ど

0
捕
時
総
者
・
あ
な

あ
っ
た
め
か
常
滑
ら
緩
い
て
錯
し
て
く
だ
た
町
役
所
、
氏
名
、
岡
地
総
番
号
等

さ
い

a

V

問
問
い
合
わ
せ
技
孫
子
警
察
署

助
教
授
議
出
由
紀
正
先
ゑ

va時
2
H月
U
m
m
〈
月
〉
午
仙
川
9
時

か
ら
午
後
金
持
ま
で
~
出
札
結
予
約
制
制
)

マ
場
飯
島
体
緑
川
常
者
俗
祉
と
ン
タ

i

、
湖
北
釈
花
日
か
ら
送
迎
宥
)

V
申
し
込
み
・
開
問
い
合
わ
せ
後
紛
で

身
体
世
間
害
者
悩
社
セ
ン
タ

i
ま打、

宮
、
on
叩

}
ι
:
t
i

網
島
〆

8
7
t
1
4
1

ク
リ
ー
ン
手
賀
沼
推
進
協
議
会

ヂ
削
内
治
的
設
し
い

MM
か
月
的
表
情
も
手
口
と
つ
的
傾
を
と
り
あ
げ
、
淡
の

を
と
ん
え
た
カ
レ
ン
ダ
、

8
5
5
5

が
で
き
ま
沖
化
を
訴
え
て
い
こ
う
左
い
う
め
が
ね

し

た

む

ら

い

。

写

真

は

地

治

9
1
ク
ル
「
相
」

制
副
作
し
た
め
は
ク
リ
ー
ン
ヂ
災
沼
町
皆
さ
ん
が
、
総
停
に
わ
た
一
勺
析
し
嫌

η

推
進
柑
階
級
会
で
、
汚
染
全
霞
一
之
い
い
杭
け
だ
年
た
作
品
約
中
か
ら
採
用
し
た

ツ
チ
ん
を
対
ら
れ
た
手
提
訴
の
も
の
で
、
い
ず
れ
も
力
作
字
み
い
c

較
し
く
贈
ら
れ
た
移
動
入
浴

率
。
ふ
と
ん
乾
燥
機
者
獲
機

新
コ
!
ス
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カ
レ
ン
ダ
!
は
市
内
的
各
学
校
な
ど

に
総
あ
n

な
お
こ
希
法
的
ト
々
は
山
間
耐
仰
が

あ
り
ま
す
の
で
市
開
梢
ぱ
食
線
、

手重要溌カレンダー

U
M

門
司
本
テ
レ
ビ
問
時
間
チ
ャ
リ
テ
ィ
i
い
か
ら

去
年
四
月
却
臼
、
開
ネ
テ
レ
ピ
日
同
時
対
象
は
、
ね
た
き
り
殺
人
令
滋
皮
心
身

問
問
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
か
ら

γ
三
乾
操
捷
障
害
者
一
党
〉
で
続
料
で
す
。

μ
円
急
移
動
入
浴
車
が
閥
わ
れ
、
こ
れ
で
今
開
問
的
入
浴
車
辻
、
ふ
と
ん
乾
砧
暗
殺

市
内
特
数
人
滋
車
は
2
ム
円
と
な
ろ
ま
し
が
付
い
て
い
る
の
で
一
日
噌
便
利
に
な
り

た

。

ま

す

。

「

1
人
て
も
多
く
の
方
に
佼
，
て

ね
た
き
り
老
人
や
そ
の
家
制
快
か
ら
大
も
ら
い
た
い
し
と
殺
人
総
話
係
で
は
利

変
喜
は
れ
て
い
る
特
納
入
治
サ
ー
ビ
ス
九
問
問
者
向
申
し
込
み
受
持
っ
て
い
ま
す
ο

総
勢
総
夜
い
い
よ
全
県
人
口
は
間
人
?
人
打
線
特
や
、
出
年
中
町
出
生
装
数
な

;
昨
年
叩
月
の
国
勢
謬
変
に
あ
わ
せ
、
と
を
参
考
い
い
、
デ
;
タ
止
命
動
作
全
駅
按

同
町
が
行
勺
た
県
人
口
予
想
燃
設
鉱
物
慌
で
、

L
て
は
と
き
だ
し
た
数
学
で
す
。

並
木
の
笈
川
町
会
削
附
ち
λ
後
爽
〉
が
2

一
一
本
人
は
「
滋
が
よ
か
〉
た
だ
け
k

等
に
人
滋
し
ま
し
と
ω

笈
川
さ
ん
の
予
と
い
う
も
内
向
、
総
々
開
閉
め
人
口
予
想

殺
人
口
は
5
2
4
万
8
1
0
8
人

。

一

ぞ

ら
3
婚
に
ま
た
東
京
オ
リ
ン
ピ
，

万
、
議
際
的
県
人
口
は
5
1
4
万
0
6
1

ク
的
?
?
ソ
y

優
時
タ
イ
ム
子
総
で
も

0
0
入
。
わ
ず
か
お
人
的

3
等
に
入
選
し
た
ん
完
結
も
あ
り
、
次
し

違
い
ぞ
す
包
て
ま
寸
れ
で
は
な
事
々
、
ヲ
で
す
"

筑
間
さ
ん
の
ノ
モ
に
は
な
お
、

6
1
4
8
激
的
応
総
者
の
中

川
棚
か
い
数
令
や
計
算
式
が

ι的
中
殺
は
な
〈
、

I
等
は
1
人
違
い

ピ
ソ

Y

リ
。
出
年
か
ら
の
的
5
1
4
万
8
0
9
9
人
で
し
た
“
一

ミ笈JII設郎さん

マ
ラ
ソ
ン

ロ
判
例
の
元
民
?
?
ゾ
シ
が
関
川
怖
さ
帯
、
や
や
湾
立
干
佐
々
併
設
予
〈
裁
ιと

れ
、
手
質
問
仙
台
淡
hw紙
朝
コ

i
ス
を
総
宇
中
学
努
守
本
的
・
河
川
肌
{
初
尚
南
・
為
的
削
)

拙

W
1
0
1
6
人
が
心
地
り
い
初
め
キ
r
i
v

土
品
*
肉
食
叩
ナ
中
村
総
下
(
久
ヰ
守
家
)
キ
一

L
h川
俊
勝
者
は
次
的
過
nソ
J

ふ
え
総
欄
間
帯
小
林
同
単
品
ぷ
(
八
千
代
松
陰
高
校
…

*
小
学
5
年
男
子
正
来
亙
可
へ
抜
本
〉
*
阿
世
子
松
尾
出
笠
子
(
同

J

ホ
壮
年

骨
骨
縄
女
平
木
村
怯
代
~
湖
北
ぬ
判
例
〉
鈴
子
鏡
昌
弘
*
問
問
女
子
守
判
明
テ
ツ
子

*
小
学
告
年
開
拍
子
別
撤
隊
機
山
一
(
布
佐
(
栽
孫
子
沌
友
会

~

2
後
称
略
U
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住
〔亘Fi

U あ(5)冷86. 1・16

年
傘
年
始
、
官
落
、
焔
時
織
に
は
多

く
m
り
ひ
と
が
つ
め
か
け
る
。
テ
し
ピ
も

お
笑
い
a

演
芸
一
番
組
が
呂
利
回
押
し
c

今
回
培
若
手
落
諸
家
、
ゴ
一
一
理
亭
と
ん

楽
さ
ん
一
L
登
場
徹
っ
た
。
江
東
区
東
路

軒
町
に
議
席
「
若
?
を
持
つ
門
会
訴

時
間
径
を
つ
と
め
る
心
我
孫
子
に
は
、
6

年
裁
に
絵
か
ら
引
越
L
で
き
た
。

コ
い
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
テ
レ
ビ
ぬ
淡

常
時
徐
州
側
は
務
部
や
よ
〈
村
光
ふ
た
い
と
い
う
診

線
開
竹
の
長
引
札
人
が
「
よ
く
そ
λ
な
判
官
内

楽
人
全
知
っ
て
い
る
L

と
一
総
〈
く
ら
い

だ
か
ら
州
市
潟
に
好
き
だ
っ
た
と
み
え
る
。

高
校
は
東
蕗
飾
潟
伸
一
で
「
山
市
町
阿
い
い
い

所
属
、

3
年
間
続
け
た
。

ブ
口
の
噺
家
と
な
る
き
っ
か
け
は
、

四
年
四
月
、
法
研
り
日
の
後
撃
を
落
語

田町

3函
ijE 
計画

甲
使
用
料
開
問
ね
第
1
盤
は
4
十月
3
6

0
0
円
、
第
Z
H世は
3
万
3
0
6
0
m
n

(
滋
会
の
品
小
初
出
誌
に
最
終
日
決
定
)

wv
入
世
間
資
格
収
入
選
率
定
表
E
お
よ

び
2
0
な
む
、
移
闘
。
老
人
法
μ
地仁科付

制
撚
肌
怖
が
ふ
り
ま
す
り

料
開
築
中
の
東
殺
孫
子
市
営
伎
ゆ
る
の
入

居
者
を
募
集
し
ま
す
。
(
入
居
は

3
月
下

旬
予
定
)
れ
れ
れ
れ
建
築
指
導
課

ド
い
机
即
日
間
し
て
い
る
人
α

命惜呪
F

い
仲
昨
加
も
じ
附
陥
商
射
し
て
い
る
人
i

品
W
2
人
N
H
f
p税
計
を
戎
て
て
い
る
吋
い

と。@
母
子
住
宅
入
居
希
望
の
烏
合
は
、
日
出

品
蹴
米
滋
の
こ
ど
も
長
扶
養
し
、
か
つ
証

明
率
的
交
討
を
受
け
て
い
る
こ
と
。

智
移
譲
鱗
剛
開

1
H門
出
口
か
ら
1
向
け
幻

「
い
つ
の

間
同
に
か
後
毅
た
ち
い
策
対
ら
れ
て
い
と

い‘フ。乗
せ
ら
れ
た
と
は
い
え
、
も
と
も
と

好
き
な
送
、
明
耳
作
中
4
月
に
は
、
円
柴
山
交

の
訟
持
部
、
5
代
ロ
一
二
進
一
一
苧
題
染
師
匠
の

開
け
キ
主
い
た
い
た
。

お
絞
殺
の
憾
に
上
野
祭
事
で
醐
聞
い
た
ん
で
、
滋
畿
百
み
じ
ゃ
な
い
で
す
よ
い

例
滅
的
議
胤
仰
い
い
感
銘
し
た
の
が
ん
都
れ
月
泌
総
欲
的
人
数
い
い
比
べ
常
時
総
の
献
酬
が

れ
寺
か
っ
と
の
と
‘
開
門
一
袋
耳
が
お
納
め

A
V
な

に

絞

殺
F
い
と
こ
ッ
"
で
も
、

務
稼
を
つ
く
る
お
を
知
つ
ご
と
の
で
な
か
れ
急
消
援
に
あ
が
る
険
会
は
告

こ
こ
な
ら
お
壊
に
あ
が
る
機
会
も
あ
る
い
と
い
う
。
誌
に
熱
が
人
る
と
寂
然

L
、
勉
強
も
で
き
る
と
考
え
た
。
に
噺
家
日
捌
阿
が
山
山
る
。

J
品
庄
で
壊
の
で
き
な
い
落
語
家
主
前
座
の
仕
事
昨
大
需
と
が
告
に
な

)
ら
な
い
。
「
た
く
さ
ん
喜
を
呼
べ
る

合
噺
家
に
早
く
な
り
た
い
」
と
意
欲
を

峨
燃
や
す
。

J
1

と
ん
書
「
え
い
は
、
渡
嘉

守
的
ぷ
い
か
ら
来
て
い
る
e

ふ
く
よ

燃
か
な
制
酬
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
守
誌
な
い
。

一約

z
n
4お
に
培
、
時
総

8
間作品ぞいつ

J

い
ふ
た
討
に
i
夜
間
開
い
て
い
る
コ
ア
レ

桝

ピ

yfA裁
の
会
」
事
3

安

(
を
若
竹
で
'
灯
、
7
0

一一住護憲加入被保険

の現況属は 1月31日までに

に
ご

強
引
な
縦
脅
4
T
仰
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
ま
点
、
い
ら
辛
い
と
断
わ
，
た
と
ぷ
品
臓
は
分
別
例
制
払
い
に
し
、
鋭
的
利
で
き
る
脳
協

が
あ
と
一
を
綴
ち
ま
せ
ん
。
甘
問
答
治
省
い
い
な
ろ
遂
に
E
h啄
つ
れ

4一品川
γ
く
な
っ
て
闘
っ
制
刊
を
一
版
刷
持
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

与
な
い
た
め
に
次
の
点
に
ご
注
意
〈
な
て
し
ま
っ
点
L

と
い
う
築
制
も
A
Y
Yチ
色
、
こ
れ
ま
f
十
市
に
後
僚
が
等
ぜ
ん
つ
れ
た

さ

い

。

お

り

ま

せ

ん

。

業

者

の

ほ

と

ん

ど

が

思

外

の

薬

害

で

す

。

題
「
か
た
り
商
法
」
に
ご
用
心
密
だ
ま
さ
れ
た
り
、
強
迫
さ
れ
た
り
し
ア
フ
夕
、
3
サ
2
ピ
ス
の
こ
と
も
考
え
る

「
治
防
護
か
ら
点
検
に
来
た
L

「
設
て
実
っ
て
し
ま
っ
た
渇
合
は
、
す
く
警
と
、
抽
唱
え
の
E
綴
で
き
る
業
者
か
ら
賂

騨
臓
が
法
律
で
殺
務
づ
け
ら
れ
ど
い
る
い
終
審
に
逃
認
し
ま
し
ょ
う
。
入
L
た
ほ
う
が
安
心
で
し
ょ
う
。

な
止
と
沿
健
幸
い
だ
ま
し
、
準
装
目
別
鶴
代
金
分
総
払
い
で
爾
な
和
、
ト
ラ
ブ
ル
U
V
生
じ
た
翌
日
は
、

い
い
液
火
総
合
ぬ
り
つ
け
る
手
段
で

4
1

判
的
関
紙
発
で
は
、

7
日
以
尚
一
な
ら
持
お
気
絞
に
紛
の
同
開
設
窓
口
M

へ
台
申
し
山
山

吋
肉
附
険
会
的
依
州
制
明
、
最
た
L

な
ど
と
純
綿
糸
伶
?
解
約
?
怒
る
ク
i
リ
ン
グ
オ
フ
く
だ
き
い
。

ね
て
く
る
ウ
i
ス
も
あ
り
ま
す
。
不
備
W

2
い
う
刻
擦
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
制
緩
帯
議
総
捻
後
絞
チ
務
的
問
機
防
犯
総
慨

に
閑
吟
た
ら
消
防
緩
や
釘
遺
言
ど
に
も
、
代
金
全
然
工
総
支
払
っ
て
し
長
3
1
1
0
術
後
続
市
民
然
泌
総

削
問
い
合
わ
ぜ
て
み
ま
し
ょ
う
。
ま
ん
う
と
崎
山
え
な
く
な
り
ま
す
の
P
、
代
世
(
開
制
)
2
3
1
1

最
後
約
持
b

t

J

チ
、
推
は
冠
制
叫
が
チ
材
料
淡
に
は
秋
山
月
一
刷
、

後
援
状
い
い
柏
町
り
た
歓
楽
街
ω
と
脱
吋
品
料
品
開
ら
渡
来
‘

4
閏
月
磁
波
中
惜
し
ま
す
。

的
大
事
者
側
閥
、
阪
い
判
闘
に
熱
い
務
総
、
議
却
や
、
来
て
い
ま
す
が
軸
酬
は
h

一
上
閣
制
作
例
総
で
一
ニ
狗
風
切
が
後
〈
徐
ぴ
く
ひ
と
附
端
、
主
総
総
授
が
数
年
時

一
て
鋒
状
に
た
れ
下
、
“
ぜ
い
る
等
の
特
付
ま
し
た
。
綾
部
品
で
は
印
刷
判
長
総
品
一

殺
が
あ
り
ま
す
。
践
は
締
訟
で
議
い
・
と
き
が
時
々
み
る
よ
う
に
な
り
吋

斑
紋
の
地
味
産
予
特
徴
が
在
え
た
。

く
ち
ば
し
の
基
部
の
白
っ
ぽ
い
も
の
(
写
爽
本
村
品
開
、
文
高
儲
敏
夫
〕

が
事
い
よ
う
で
す
。

ゑ
柚
地
反
日
掛
整
理
法
第

η条
2
項
の
規

定
に
よ
り
、
殺
琴
T
市
布
佐
2
8
2
0

1
鵠
醤
柚
地
主
ど
の
太
町
四
の
す
…
ち
入
り
泌

総
を
つ
ぎ
の
と
お
り
行
い
ま
ナ
。

wv
設
も
入
り
の
際
的
ホ
仙
川
鋭
機
帥
蹴
絡

事
議
修
行
機
織
の
た
め
の
現
泌
総
滅
的

実
録

曹
立
ち
入
り
級
制
問
問
的
和
前
年
I
H
r
u

日
守
h
J
昭
和
、
叫
年
3
月
間
山
日
ま
で

wv
立
ち
入
り
範
同
国
友
図
の
と
お
り

vm問
い
合
わ
せ
区
画
監
理
霧

{有量撞区}立〉お知らせ
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ささヘヰ白票差

砂旅行B 2弓ζ3>'守吾言論;二二襲撃

ささおう〉ご廷包3きょび3月205(本j

おら万三く6)まての10凶

争事費用 大人6たおり百円 子ども

5ち7ちoc山

き幹事事集人員 呂凶4~名

1>申し込み問い合わ守

ER官ヨ日 日'¥43

同期間」ポスター・骨髄}
m王手6尽の 「二子善意書議綴

砂事事事襲F号空室 司ドポスター ヲテ54

*作文 400~字詰

三課総戸号むを史iメ 本標語

俳誌主要事点差置 1人 1点

惨締め切り 公用28日〈主主〕

属加必要事警警穏 *果内1こ居住ヨ'clC;

本県内(こ居件

ヴミ常l以上口J人(!季語を除<)

験的事事先 平 26c..cn平案中央郵便

約ぇ言語字替の雪黒寸i言i戸部房長主主主

ー砂防いをき考Jt主 力;言iたヲ主主Z幸芳三

1986. 仁 16(6)

争中里子供会僚から行設機日現総

整備基金!こと綴昂交の五五銭。〉

I>P号喜望 家計簿記犠1ご関之まること ま誌唱をωえるらゆ主的学院大学の Bs5760同の堅苦!寸1:56';りさまい

Tあればポきさは自由です。 晃司ぽi火会1:51ヨ18Eヨ〈土)1こ{すわれ キ日本霊童気慢す}手晃子氏祭主注機ぞう

診療機 400字E石原稿悶明ら惚iよa'ーですω や時D119者成閉そスタ←ートレ

内1ご明白書事者の氏名(ふり汀厄)、使

雨、郵便番号、滋業、年齢、家経ひ記

事事宅哲三この疑問、 iF齢、 ~.業、

状況宮、討議志議王手裂、室長、治

癒雲寺否認入。主力二、月55J.l震g

誌と位…覧表者壬君主向。

初陣(!J<受表 示簿泳E李主主と雪月三

野総務先三82813までに干汲lO

F祭F移行51i!l1l!l1-1害完全三塁きさ;巡察

務殺害基本調書ま!豆、 E百三2月オ臼

@@@@@ 

fIl0護審tせがあり主主し応。

の寄付ガありまし役。

{さ1:5あZつまし方。

串霊童子学長支義宣言え緩やj強盗、泉寺3

笠会還す盆総言受皇室長宅重喜重量!ことみてでず

だいで主主主〉だ6000p弓め言寄付tJおり

まし芝。

辛亥孫子フニ有 ヴタンスクラブフ長

窪会様方う電気料告書織と紙おおつ

の言言稽jJありましl:e.o

串怠末疋すけあ¥.，¥1ことニボ イス

つト我孫子第11ヨ様おら207ヨ3458

問、第2団僚から10万17il1F号、
3ElH霊力ら3i52141Plおよび7Jヤ

にき空協しへ喜重量震の実態を明ら力、!こ 神支李総若君主詩集時点没みとり陸自iこパザ パノスカつト第45e場。ら史的1lお告

し℃産望書叢生撲の祭興と農政1こ Jl}~\警 のj反自主主設の一在日たしてつり 内の喜室内だありぎしと。

者謀総 E連事~笹1寄るだめに行うもの スケ…ヰ 11時誌の機関アfありEまし主主白 争マ Yモ入手三シ主)jjヒ~躍さ壌汚

富現E註鼠lJ司ラ{司いしましとう

お司室哲じよさtiRブコ任追持いい疋〕きとすり

言寄E哀しと号普段は呪三十を{乍

ら社会福11tH主主主整(竜童喜重量fことこ怒

号奈0)警惹657と!与の喜重4ヨガ怒っさまい

d事喜事807三f弓JlII)7フら対話室長導役

泳三をき室潔墨金iこと35551.ちの務付文7

りましとc

F号と寺霊ヰ 80校乙号機!ぢ擦り悲しノ主芝事裁孫子:=tE主フ刊し/

警警I.IJi警二主総〔奈さ委主喜E翠事業0fj窪 今2窒i!J二ユキ守護〈後〉かのぞ手をコ奴ぐ さま交交H主力三う還者福住作議J済iごと

総務員き;壌のささ滋孝三波警去しますコ 章受o会iことを認さfヨワさ怒りさ賢 二子万円の寄付ガありましとむ

事惨事提終英語塁塁 守録'1613)つら3013 しだ。 争霊雪E主政支様〈臼のお〉から戸フ

惨事事長事 会事誌鶴分万らな濠5 争主主本社、学絞Fコャム燃え立正主主主受託硲 1)7]干/¥ツ主主痘金1こと7∞の窃

11:協議会!ことニパザ…のu責務絞め… 付万ありまし定。

事紗製議所 家祭主主主主漂う望 認をうi5fIl0轡fせがあり淡い伐の や13m高崎労働組合様おら社会議

E義行賞関係予定士程的(刀宅:坦 串我孫子仁ユイやJlノテニス曜講謀議開1主主 校施設整備裏金にと4万円の寄付

と液凝ちとの持基約権を筒する 員 同僚ガら社会総11t総数綴器講義主 ガありまt.A三。

人l品、必紛のゴら1間以内に市 金にとクリスマスチや1)ティ Cり 糸外吉司王言事会内莞-ldB善からな

震察話器奇もって借地 収誌金ど17ヨ'1000円の務付tJ;j苦家 会怪奇t縫設主主宅毒事会iこと1Jラ似の

後そを断念日レ4よければなりEまぜん。 した。 喜容1ヨガ3きりまUh三G

炉問い合わ役 割事察捜課 争E量殺手主主主7子保t撃さを長三様おそう者意校 野世間oFi.'IiI日:;~...I~

じり芝のことたわ吟ごろ襲撃的
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